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すみれ組さん

ひまわり組さん たんぽぽ・さくら組さん

入園おめでとう！

産
業
観
光
課
よ
り
お
知
ら
せ

①
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
集
落
説
明
会
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
度
を
持
ち
ま
し
て
山
中
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
が
五
年
間
経
過

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
一
旦
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

現
行
制
度
の
問
題
点
な
ど
を
改
善
し
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
五
年
間
新
た
に
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
地
区
ご
と
に
集
落
説

明
会
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
制
度
に
参
加
希
望
さ
れ
る
方
は
お
集
り

下
さ
い
。
詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
を
通
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

②
道
志
村
の
別
荘
在
宅
者
稲
作
体
験
募
集
の
お
知
ら
せ

村
で
は
村
内
の
別
荘
に
住
む
方
々
を
対
象
に
稲
作
体
験
を
開
催
し
ま
す
。
米
作

り
を
通
し
て
地
元
の
農
家
の
方
々
と
の
交
流
や
遊
休
農
地
の
解
消
を
目
的
と
し
て

下
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

尚
、
米
作
り
の
指
導
は
地
元
の
農
家
の
方
々
に
依
頼
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。

日
　
時

五
月
二
十
八
日
（土）

場
　
所

体
験
農
園
横
の
水
田
　

参
加
費
用

三
、
〇
〇
〇
円
　
　
　
　
　
　
　
面
積

五
〇
〇
m2

③
転
作
作
物
奨
励
の
た
め
の
鳥
獣
害
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
場
所
募
集

産
業
観
光
課
で
は
、
転
作
作
物
推
進
の
た
め
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
等
か
ら
の
作

物
被
害
を
防
ぐ
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
を
行
い
ま
す
。
被
害
等
で
お
困
り
の
方
は
産

業
観
光
課
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
ト
ラ
ク
タ
ー
使
用
料
に
つ
い
て

道
志
村
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
二
台
と
草
刈
機
を
一
台
所
有
し
て
い
ま
す
。
誰

で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
利
用
下
さ
い
。
使
用
料
に

つ
き
ま
し
て
は
、
条
例
に
基
づ
き
ま
し
て

ト
ラ
ク
タ
ー
　
一
日
五
、
〇
〇
〇
円

草
刈
機
　
一
日
二
、
〇
〇
〇
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
産
業
観
光
課
ま
で

お
問
い
合
せ

産
業
観
光
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

五
二
‐
二
一
一
五
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道志中学校道志中学校 道志中学校 

道志小学校道志小学校 道志小学校 
着
　
任

道
志
小
学
校
　
　
（
旧
任
校
）

校
　
長
　
日
野
原
晴
夫
　
甲
府
北
中
学
校

教
　
諭
　
中
村
　
春
子
　
勝
山
小
学
校

教
　
諭
　
日
向
　
幸
子
　
甲
府
東
小
学
校

教
　
諭
　
渡
辺
　
三
絵
　
吉
田
西
小
学
校

事
務
職
員

杉
本
　
久
香
　
吉
田
中
学
校

道
志
中
学
校
　
　
（
旧
任
校
）

校
　
長
　
小
俣
　
芳
和
　
大
月
東
小
学
校

教
　
諭
　
伊
藤
　
千
央
　
中
富
中
学
校

教
　
諭
　
出
羽
　
幸
世
　
下
吉
田
第
二
小
学
校

助
教
諭
　
新
津
　
晶
子
　
道
志
村
村
担
教
員

事
　
務

杉

本

久

香

養
護
教
諭

藤
江
真
由
美

五
年
担
任

渡

辺

三

絵

二
年
担
任

白

井

裕

美

四
年
担
任

天
野
万
知
子

一
年
担
任

中

村

春

子

三
年
担
任

日

向

幸

子

校
　
長

日
野
原
晴
夫

教
　
頭

守

岡

尚

一

教
　
務

花

上

和

広

六
年
担
任

佐

藤

龍

文

三
年
担
任

羽

田

静

香

二
年
主
任
・
担
任

佐

藤

栄

克

養
護
教
諭

渡

邉

裕

美
非
常
勤
講
師

窪

田

猛

雄

村
担
・
一
年
副
担

新

津

晶

子
教
　
頭

三

枝

泰

子

教
務
主
任

佐

藤

文

泰

一
年
主
任

小

俣

一

秀

事
務
主
査

古

屋

政

子

非
常
勤
講
師

山

地

政

弘

校
　
長

小

俣

芳

和

一
年
担
任

伊

藤

千

央

二
年
副
担

出

羽

幸

世

三
年
担
任

佐

藤

美

帆

英
語
指
導
助
手

ジ
ュ
リ
ア
ン

フ
ェ
ル
ド
マ
ン

栄
養
職
員

羽

田

仁

美

離
　
任

道
志
小
学
校
　
　
（
新
任
校
）

校
　
長
　
小
林
　
　
繁
　
田
富
南
小
学
校

教
　
諭
　
藤
江
　
恭
子
　
谷
村
第
二
小
学
校

教
　
諭
　
田
中
み
づ
ほ
　
東
桂
小
学
校

教
　
諭
　
川
村
　
百
恵
　
吉
田
西
小
学
校

事
務
職
員

高
村
　
智
美
　
退
職

道
志
中
学
校
　
　
（
新
任
校
）

校
　
長
　
谷
内
　
一
三
　
都
留
第
二
中
学
校

教
　
諭
　
出
羽
　
勝
頼
　
山
中
湖
中
学
校

教
　
諭
　
小
林
ま
ゆ
み
　
無
給
研
修

（
カ
ナ
ダ
）

教
職
員
の
異
動

教 職員
紹 介
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前
年
度
末
、
暖
か
な
日
差
し
の
中
で
、
現

二
年
生
が
花
壇
に
パ
ン
ジ
ー
を
植
え
て
く
れ

ま
し
た
。
本
校
は
野
山
の
緑
に
囲
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
低
学
年
の
教
材
に
出
て
く
る
よ
う

な
色
鮮
や
か
な
草
花
の
あ
る
花
壇
は
猫
の
額

ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
低
学
年
が
作
業
す
る
に
は
、
そ

の
程
度
の
花
壇
が
ち
ょ
う
ど
合
っ
て
い
る
よ

う
な
の
で
、
例
年
低
学
年
の
恒
例
の
行
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
花
壇
の
他
に
プ
ラ
ン
タ
ー
に

も
花
を
植
え
て
く
れ
ま
し
た
。
幸
い
卒
業
式

や
入
学
式
の
時
、
体
育
館
の
玄
関
に
花
を
飾

る
こ
と
が
で
き
、
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

低
学
年
も
卒
業
生
や
入
学
生
を
祝
う
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

道志小学校道志小学校 
（第（第1717号）号） 
道志小学校 
（第17号） 

今
年
度
は
、
去
年
よ
り
約
十
日
遅
れ
で

「
お
花
見
給
食
」
を
行
い
ま
し
た
。
入
学
式

以
降
は
雨
天
続
き
で
、
ど
の
学
年
も
外
を
眺

め
て
ば
か
り
い
ま
し
た
。

本
校
は
、
芝
生
広
場
が
あ
り
ま
す
が
、
植

栽
し
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
極
寒
の
た
め
の

霜
柱
の
せ
い
か
、
や
や
芝
生
が
痛
ん
で
し
ま

い
、
芝
生
広
場
で
の
お
花
見
給
食
は
、
残
念

な
が
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
日
当
た
り
の
い
い
体
育
館
周
辺

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
で
、
桜
を
眺
め
な
が

ら
の
学
年
と
、
桜
の
木
の
真
下
で
給
食
を
食

べ
る
学
年
に
分
か
れ
ま
し
た
。
気
分
的
に
は
、

桜
の
木
の
真
下
の
学
年
は
、
う
き
う
き
し
て

い
た
の
で
す
が
、
少
し
首
が
疲
れ
た
よ
う
で

し
た
。
一
方
、
少
し
離
れ
た
場
所
で
の
お
花

見
給
食
の
学
年
は
、
と
て
も
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

新
潟
中
越
地
震
や
年
末
の
ス
マ
ト
ラ
沖
地

震
な
ど
、
最
近
は
頻
繁
に
大
小
の
地
震
が
あ

り
ま
し
た
。
な
お
、
道
志
村
は
活
断
層
の
真

上
近
く
に
あ
り
、
い
ざ
と
い
う
時
の
非
難
訓

練
を
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

四
月
の
訓
練
で
は
、
最
近
の
地
震
の
名
称

を
知
っ
て
い
る
児
童
も
多
く
、
関
心
の
高
さ

に
驚
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
校
で
は
各
学

級
に
防
災
グ
ッ
ズ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の

の
「
各
家
庭
で
は
」
の
質
問
に
は
、
片
手
程

の
児
童
し
か
手
が
挙
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
は
良
い
話
を
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
校
長
先
生
の
お

話
し
で
し
た
。
何
と
、
寝
室
に
備
え
ら
れ
て

い
る
の
は
「
厚
底
の
ズ
ッ
ク
」
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
室
内
の
ガ
ラ
ス
等
が
破
損
し
て
も
、

安
全
に
外
に
逃
げ
ら
れ
る
か
ら
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
防
災
グ
ッ
ズ
と
し
て
は
、
意
外
な

品
物
で
す
が
と
て
も
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

前
年
度
の
卒
業
生
は
十
六
名
、
今
年
度
の

入
学
生
は
十
七
名
。
以
上
の
結
果
、
今
年
度

の
全
校
の
児
童
数
は
、
一
名
増
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

数
字
的
に
は
、
た
っ
た
の
「
一
」
な
の
で

す
が
、
こ
の
貴
重
な
数
字
は
、
皆
の
気
持
ち

を
う
き
う
き
さ
せ
る
魔
法
の
力
が
あ
り
ま
し

た
。今

ま
で
は
、
年
度
が
新
し
く
な
る
た
び
に
、

机
や
イ
ス
を
倉
庫
に
運
ぶ
の
が
通
例
で
、
倉

庫
が
年
々
満
杯
に
近
づ
き
、
児
童
の
減
少
数

を
倉
庫
に
行
く
た
び
に
、
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
今
年
度
は
、
倉
庫
か
ら
一
組
で

は
あ
り
ま
す
が
、
机
や
イ
ス
を
運
び
出
す
と

い
う
、
う
れ
し
い
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。
入

学
式
前
日
、
新
六
年
生
が
そ
の
作
業
を
や
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

お
花
見
給
食

非
難
グ
ッ
ズ
は
「
ズ
ッ
ク
」

暖
か
な
春
の
日
差
し
の
中
で

新
し
い
友
達
を
迎
え
て
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裁判所では、5月3日の憲法記念日を中心とした5月1日から7日までを「憲法週間」

として記念行事を行っています。甲府地方・家庭裁判所では、昨年に引き続き『裁判

所見学ツアー』を開催いたします。

今年は昨年好評だった小・中学生コースに加え、4年後に実施される裁判員制度を

紹介するコースを設けて、この制度を身近に感じていただくための企画をしています。

ぜひこの機会にツアーにご参加ください。

1「小・中学生のための裁判所見学コース」

小・中学生を対象にしたコースで、裁判官がツアーコンダク

ターになり、法廷内で裁判制度の説明をするほか、裁判官気分

を体験してもらうため、参加者全員に法服を着てもらい、裁判

官席で判決文を読んでもらった後、写真撮影をします。

（※写真のプレゼントあり）

①5月6日(金）午後4時～5時50分

②5月9日(月）午後4時～5時50分

（募集人員等：いずれの日も50人。先着順で受け付けます。）

2「裁判傍聴と裁判員制度紹介コース」

誰でも参加できるコースで、実際の刑事裁判を傍聴した後、ツ

アーコンダクター役の裁判官が裁判員制度について説明するほか、

質問にも答えます。

①5月 6日(金）午前10時～12時

②5月10日(火）午前10時～12時

（募集人員等：いずれの日も25人。先着順で受け付けます。）

★申込み・お問い合わせ先

甲府地方・家庭裁判所事務局総務課庶務係

☎ 055-235-1131（内線2525）

こうふ
裁判所よ

り～「憲法週間」記念行事のお知らせ～ 甲府地方裁判所
甲府家庭裁判所

裁判員制度Q＆A

《裁判員制度ってなに？》
国民の皆さんに裁判員として刑事裁判に参加してもらい、被告人が有罪かどうか、有罪の場合どのような

刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう制度です。

《どんな人が裁判員になるの？》
20歳以上の国民の皆さんの中から、抽選で候補者を選びます。実際に裁判員になるのは、この候補者の

中から、事件ごとに選任のための手続きにより選ばれた人達です。

《裁判員になることは辞退できないの？》
広く国民の皆さんに参加していただく制度ですので、基本的に辞退できないことになっています。ただ、

学生や70歳以上の方は辞退ができますし、病気や介護などの事情で裁判所に来ることが難しいと認められ
た方も、辞退することができます。

《仕事は休めるの？日当はもらえるの？》
裁判員の職務を行うために仕事を休んでも、雇用主は不利益な扱いをしてはならないと、法律で定められ

ています。裁判所に来られた方には、交通費や日当などが支払われます。

裁判員制度の詳しい情報は裁判所ホームページ　http://www.courts.go.jp/ をご覧ください。

昨年の裁判所見学ツアー　法廷内での写真撮影

裁判員の参加する裁判用のモデル法定

（最高裁において検討中の一案です。）
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５月８日(日)

受付7：00～

５月16日(月)

受付8：00～

９月６日(火)

受付7：00～

午前8:00～11:30

午前9:00～11:00

午前8:00～11:00

基本健診

胃がん検診

大腸がん検診

胸部レントゲン検診

肝がん検診(エコー）

骨粗鬆症

前立腺がん検診

8 , 7 0 0

3 , 7 0 0

1 , 6 8 0

1 , 1 4 0

2 , 9 4 0

2 , 6 0 0

1 , 5 7 5

7 , 7 0 0

3 , 2 0 0

1 , 1 8 0

1 , 1 4 0

2 , 4 4 0

2 , 1 0 0

1 , 0 7 5

1 , 0 0 0

5 0 0

500

無料

500

500

500

高血圧・心臓病、肝臓病等の成人病

胃、十二指腸潰瘍、ポリープ、炎症、がん等

小・大腸炎症、ポリープ

肺結核、肺がん等

胆のう、肝臓、膵臓等の異常

骨粗鬆症

前立腺肥大・前立腺がん

基本健診

胃がん検診

腹部エコー検診

骨粗鬆症

結核・肺がん検診

前立腺がん検診

大腸がん検診

基本健診

前立腺がん検診

大腸がん検診

基本健診

胃がん検診

腹部エコー検診

前立腺がん検診

大腸がん検診

バスの中

〃

〃

〃

血液

スティック

血液

スティック

バスの中

〃

血液

スティック

道志中体育館

旧久保分校

旧唐沢小体育館

事前に渡された容器に2日間採便して、必ず問診票と一緒に検診会場へ

午前11：00までに届けてください。

昨年の骨粗鬆症予防検診で要精検、要観察だった方は今年も受けましょう。

特に30歳～60歳の女性はぜひ受けましょう。

5月8日・9月6日の2回ですので、ご注意ください。

基本健診の中で、B型肝炎は全員。C型肝炎は、今年40歳になられる方を
（S40.4.2～S41.4.1生まれ) 対象に実施します。健診の問診時に肝臓疾患
に関する問診を同時に行います。

※ 事前に配布してあります、問診票に必ずご記入の上、検診会場にお持ちください。

検 査 料 金

※大 腸 が ん 検 診

※骨粗鬆症予防検診

※肝炎検査について

※肝がん検診 (超音波エコー)について

実 施 日 時 　 間 検 査 項 目 場 　 　 所 備 　 　 考

検査の種類 検診でわかる病気 検査料 自己負担 村 負 担

単位（円）

※基本健診、がん検診を受診される方は、朝食をとらないでください。
前日の過労・寝不足・大酒は避けてください。

上記以外にも次のような検診がありますので、都合のよいものを受診してください。

1. 働き盛り花の実年検診 6月9日・15日・24日・28日　　場所　石和温泉病院クアハウス石和
（対象者　35歳・45歳・55歳・60歳・65歳）

2. 結核・肺がん検診 9月26日(長又～谷相まで） 27日(西和出村～月夜野まで）

3. 乳がん・子宮がん検診 9月12日(和出村ほろほろ) 30日(山光荘）

詳しくは、役場 住民健康課までお気軽にお問い合わせください。直通電話 52－2113 (内線121）
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4
国民の休日　

11
研修のため休診

18
研修のため休診

25
研修のため休診

6/1
研修のため休診

9

今回は生活習慣病の中で最近注目のメタボリックシンドロームにつき書きたいと思います。

診 療 所 だ よ り

1 2 3 
憲法記念日

5
こどもの日

6 7
午前中のみ診察

8 10
午前：胃カメラ

12
午後：道小検診

13 14
午前中のみ診察

15 16
午後：道小検診

17
午前：胃カメラ

19
午前：保育検診

22 24
午前：胃カメラ

26
午後：乳児検診

27
午後：会議

30
午後：ポリオ

29 31
午前：胃カメラ

6/2 6/3 6/4
午前中のみ診察

５月の予定

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月初めには保険証の提出をお願いします。

23

20 21
午前中のみ診察

28
午前中のみ診察　

生活習慣病の主な疾患に肥満、高血圧、糖尿病、高脂血症などがあり、これらは個々の原因で発症するというよりも、
肥満、特に「内臓に脂肪が蓄積した肥満」が犯人であると考えられています。内臓脂肪蓄積により、さまざまな病気が
引き起こされた状態を「メタボリックシンドローム」とよび注目されています。肥満は体のどの部分に脂肪がつくかに
よって２つのタイプに分かれます。下腹部、腰まわり、太もも、おしりまわりの皮下に脂肪が蓄積するタイプを「皮下
脂肪型肥満」、内臓のまわりに脂肪が蓄積するタイプを「内臓脂肪型肥満」とよびます。体型からそれぞれ「洋ナシ型
肥満」「リンゴ型肥満」ともよばれます。内臓脂肪型肥満を簡単に調べる方法はウエスト径（へそまわり径）が男性で
85cm以上、女性で90cm以上であれば、内臓脂肪型肥満が疑われます。「メタポリックシンドローム」の人は、動脈硬
化の危険因子である脂肪、高血圧、糖尿病、高脂血症を重複して発症していることがあります。最近の研究でこれら危
険因子の重複により動脈硬化のリスクが高くなることがわかってきました。たとえ異常の程度は軽くても複数の危険因
子が重複している場合には動脈硬化が起きやすいのです。最近の研究により「メタボリックシンドローム」と密接に関
連しているタンパク質「アディポネクチン」が発見されました。それは血液中を流れて全身を巡り、血管が傷ついてい
るところを見つけると、すばやく入り込んで修復する役割をします。標準的な対格の人の血液中には多く存在し、内臓
脂肪が増加すると反対にアディポネクチンは減少することが明らかになりました。
生活習慣をちょっと改善するだけで、内臓脂肪を減らすことができメタボリックシンドロームを防ぐことができます。

内臓脂肪がたまりやすい食事は、高脂肪食（脂っこい）、高ショ
糖食（甘い）、高カロリー食（カロリーが高い、食べ過ぎ）、低
繊維食（緑黄色野菜の不足）です。また濃い味付けは塩分を摂
りすぎるだけでなく食欲をそそり食べ過ぎを招きます。バラン
スの良い食事と腹八分目、これがメタボリックシンドロームに
ならない秘訣です。
また、運動は内臓脂肪を減らすのに一番有効な方法です。運

動を毎日の生活に組み込むことで簡単に実行することができま
す。エレベーターやエスカレーターを使わずに階段を使う、バ
ス停１つ分歩いてみる、こんなところから始めてみましょう。

４月１日から当院のホームページを開設しました。
URLはhttp://www.geocities.jp/doshiclinic2005/index.htmlです。
診療所便りや休診日のお知らせ、ゲストブックなどを掲載して
おります。気軽に書き込みしていただいたりメールなどをいた
だけると嬉しいです。道志村ホームページからもリンクしても
らっておりますのでそちらからもぜひ見に来てみて下さい。

県では、地域振興局組織等の見直しについて、この２月に基本的方向を決定しました。

この中で、富士北麓・東部地域について、地域名が長いという意見もあり簡略に「富士・東部

地域」としていますが、より地域に親しまれる地域名とするため、皆様から名称を募集します。

◆募集期間 平成17年５月１日(日) から平成17年５月14日(土) まで（必着）

◆応募資格 富士北麓・東部地域の市町村にお住まい、または、お勤めの方（応募は一人何点で

も可）

◆応募方法 お住まいの地域の新名称 (ふりがな）、その名称とする理由、住所、氏名及び連絡先

を明記のうえ、次のいずれかの方法により提出してください。

（1) 郵送の場合

〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1

山梨県　企画部　新行政システム課　宛

（2) ファックスの場合　ＦＡＸ番号 055 (233) 1776

（3) 電子メールの場合　山梨県ホームページの新行政システム課ホームページへ

URL   http://www.pref.yamanashi.jp/

◆そ の 他 応募いただいた作品に関する一切の権利は、山梨県に帰属します。

賞品等はありません。

◆問い合わせ先 新行政システム課　☎055 (223) 1637

地域の新名称を募集します
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道 志 の 湯
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ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

5,026

1 ,849

69

45 ,468

52 ,412

3月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

佐藤　京子さん（川原畑）

昭和５年３月21日生

5月 の 納 税

平成17年５月１日
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国民健康保険料（第１期）
水道料、
合併浄化槽使用料（第１期）

わが家の
アイドル

おじいちゃんおばあちゃん

慶

弔

5 月 主 な 行 事
8日　基本検診、ガン検診 (道志中）

〃 五感の集い (農村公園午後1時）

9日　民生委員会 (福祉センター午後3時）

10日　育児教室 (福祉センター午後2時）

12日　リハビリ教室 (福祉センター午後1時）

14日　村内の山々を訪ねて (午前9時）

16日　基本健診 (久保）

17日　育児教室 (福祉センター午後2時）

18日　リハビリ教室 (福祉センター午後1時）

19日　小学校修学旅行 (19日～20日、東京）

21日　第17回県スポレク祭(21日～22日）

22日　北富士駐屯地創立45周年記念式典

(北富士駐屯地午前10時）

24日　育児教室 (福祉センター午後2時ママネット）

25日　農業委員会(役場午後3時）

26日　乳幼児健診(福祉センター午後1時30分）

27日　横浜水道週間 (27～6月2日産業観光課、

観光協会参加による観光キャラバン）

29日　横浜水道週間イベント参加 (七里太鼓）

30日　ポリオ (医科診療所午後1時30分）

31日　育児教室 (福祉センター午後2時）

人口 2,120人　男 1,048人　女 1,072人　世帯数 605（H17. 3. 1現在）
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（
五
二
二
〇
）
五
六
九
〇

●
放
送
相
談
（
地
下
デ
ジ
タ
ル
放
送
）

☎
〇
三
（
五
二
二
〇
）
五
六
九
三

池谷　聡
さと

志
し

くん（上善之木）

平成15年４月15日生

父 信伝さん　母 千恵さん


